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「
支
那
游
記
」
一
巻
は  

畢    

竟  

ひ
っ
き
ょ
う

天
の
僕
に
恵
ん
だ
（
或
は
僕
に
災
わ
ざ
わい
し
た
）

Journalist 
的
才
能
の
産
物
で
あ
る
。
僕
は
大
阪
毎
日
新
聞
社
の
命
を
受
け
、

大
正
十
年
三
月
下
旬
か
ら
同
年
七
月
上
旬
に
至
る
一
百
二
十
余
日
の
間かん
に
上シ

     

海   

ャ
ン
ハ
イ

、 

南  
京 

ナ
ン
キ
ン

、  

九    

江  
キ
ュ
ウ
キ
ャ
ン
、 

漢  

口 

ハ
ン
カ
オ

、 

長  

沙 

ち
ょ
う
さ

、 

洛  

陽 

ら
く
よ
う

、
北
京
ペ
キ
ン
、
大だ

   

同 

い
ど
う
、 

天  

津 

て
ん
し
ん

等
を
遍
歴
し
た
。
そ
れ
か
ら
日
本
へ
帰
っ
た
後
、
「
上
海
游

記
」
や
「
江
南
游
記
」
を
一
日
に
一
回
ず
つ
執
筆
し
た
。
「
長
江
游
記
」
も

「
江
南
游
記
」
の
後
に
や
は
り
一
日
に
一
回
ず
つ
執
筆
し
か
け
た
未
成
品
で

あ
る
。
「
北
京
日
記
抄
」
は
必
し
も
一
日
に
一
回
ず
つ
書
い
た
訣
で
は
な
い
。

が
、
何
で
も
全
体
を
二
日
ば
か
り
に
書
い
た
と
覚
え
て
い
る
。
「
雑
信
一
束
」

は
画
端
書

え
は
が
き

に
書
い
た
の
を
大
抵
は
そ
の
ま
ま
収
め
る
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
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僕
の
ジ
ャ
ア
ナ
リ
ス
ト
的
才
能
は
こ
れ
等
の
通
信
に
も
電
光
の
よ
う
に
、
　

　
少
く
と
も
芝
居
の
電
光
の
よ
う
に
閃
ひ
ら
めい
て
い
る
こ
と
は
確
で
あ
る
。

　
　
　
大
正
十
四
年
十
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芥
川
龍
之
介
記
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
上
海
游
記
・
江
南
游
記
」
講
談
社
文
芸
文
庫
、
講
談
社

　
　
　2001
（
平
成13

）
年10

月10

日
第1

刷
発
行

底
本
の
親
本
：
「
芥
川
龍
之
介
全
集
　
第
十
三
巻
」
岩
波
書
店

　
　
　1996

（
平
成8
）
年11

月8

日
発
行

入
力
：
門
田
裕
志

校
正
：
岡
山
勝
美

2015

年2

月28

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
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w
.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た

の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。

6「支那游記」自序



「支那游記」自序
芥川龍之介

２０２０年　７月１３日　初版

奥　付

発行 青空文庫

URL http://www.aozora.gr.jp/
E-Mail info@aozora.gr.jp

作成 青空ヘルパー　　赤鬼@BFSU
URL http://aozora.xisang.top/
BiliBili https://space.bilibili.com/10060483

Special Thanks
　青空文庫　威沙　
　　　

青空文庫を全デバイスで楽しめる青空ヘルパー http://aohelp.club/
※この本の作成には文庫本作成ツール『威沙』を使用しています。

http://tokimi.sylphid.jp/


